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市
外
史
跡
探
訪
に
参
加
し
て
（
大
分
市
）

石
　
川
　
　
　
学

　

一
一
月
二
六
日
別
府
駅
を
三
四
名
の
会
員
で
大
分
大
友
史
跡
発
掘
調

査
現
地
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

会
員
以
外
を
誘
っ
て
、
と
あ
っ
た
の
で
私
は
訪
問
看
護
師
の
取
締
役

社
長
高
橋
枝
里
先
生
親
子
を
誘
い
ま
し
た
。

　

当
人
も
大
変
喜
ん
で
史
談
会
の
良
さ
に
探
訪
の
時
間
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
に
喜
ん
で
貰
え
た
の
で
今
ま
で
の
探
訪

の
事
を
話
し
ま
し
た
。「
本
当
に
勿
体
な
い
話
で
す
ね
」
と
後
悔
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

大
分
県
各
地
に
史
跡
文
化
財
の
宝
庫
と
言
う
ほ
ど
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

宣
教
師
ザ
ビ
エ
ル
が
九
州
入
り
し
た
時
、
京
都
か
ら
鹿
児
島
、
北
九

州
市
、
日
出
の
鹿
鳴
越
連
山
を
越
え
て
別
府
入
り
し
て
、
大
分
府
内
に

入
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
お
話
と
は
少
し
違
っ
た
様
に
感
じ
ま
し
た
が
講
師
が
正
解
と

思
い
ま
す
。
大
友
宗
麟
の
こ
と
は
少
し
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。

講
師
の
話
の
規
模
の
大
き
さ
に
、
私
の
心
が
打
た
れ
る
程
で
し
た
。

　

そ
の
時
、
耳
に
し
て
い
た
大
友
家
の
家
紋
で
す
。
佐
賀
県
鍋
島
藩
の

家
紋
と
よ
く
似
た
こ
と
で
す
。
全
く
一
緒
の
様
で
す
。
私
は
最
後
の
質

問
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

宗
麟
資
料
館
に
も
疑
い
は
な
く
本
当
に
見
事
で
し
た
。
昼
食
後
、
発

掘
現
場
に
行
き
、
宗
麟
跡
地
が
二
百
メ
ー
ト
ル
四
方
が
二
つ
あ
り
、
豪

華
な
屋
敷
で
有
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
全
く
見
飽
き
な
い
程
の
素
晴

ら
し
さ
で
し
た
。
発
掘
場
所
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
有
り
ま
し
た
。
後
は

十
年
後
ら
し
く
私
は
も
う
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
世
。

　

今
回
の
大
友
館
に
は
南
蛮
、
キ
リ
ス
ト
教
、
器
、
発
の
鍵
か
ら
出
土

品
歴
史
資
料
の
戦
国
大
名
大
友
氏
最
盛
期
を
築
い
た
宗
麟
実
態
に
せ
ま

り
ま
し
た
。
終
わ
り
。

　

皆
さ
ん
ま
た
の
機
会
お
楽
し
み
に
。今
日
は
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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市
外
史
跡
探
訪
に
参
加
し
て

右
　
田
　
幸
　
平

　

本
年
度
の
市
外
探
訪
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
に
開
館
し
た
ば
か

り
の
大
分
市
牧
に
あ
る
大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
同
市
に
あ

る
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
一
月
二
六
日
（
日
）
集
合
場
所
の
別
府
駅
に
は
、
早
い
時
間
か
ら

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
出
発
時
間
を
早
め

て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
年
度
の
参
加
者
は
三
三
名
。
最
初
に

大
分
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
埋
文
と
略
し
て
表
記
）
を
見

学
す
る
。
到
着
後
、
講
義
室
に
集
合
。
職
員
の
皆
さ
ま
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
い
た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の
建
物
は
以
前
、
県
立

芸
術
会
館
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な
施
設
と
な
っ
て

再
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
県
民
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
早
速
、

学
芸
員
の
先
生
方
に
よ
る
案
内
で
館
内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
。
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
の
は
調
査
第
二
課
の
吉
田
寛
課
長
補

佐
と
調
査
第
二
課
井
大
樹
主
事
。

　

埋
文
の
展
示
室
は「
豊
の
国
考
古
館
」と「
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
友
資
料
館
」

と
に
分
か
れ
て
い
る
。
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を

ず
ら
し
て
見
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
豊
の
国
考
古
館
」
は
大
分
県

の
歴
史
を
系
統
的
に
追
っ
て
い
く
展
示
が
な
さ
れ
て
お
り
、
姫
島
の
黒

曜
石
や
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
の
農
具
、
家
畜
の
骨
、
古
代
の
棺
や
神

具
、
中
世
の
石
塔
、
近
世
城
郭
の
瓦
な
ど
大
変
興
味
深
い
も
の
が
、
わ

か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。「
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
友
資
料
館
」
は
大

友
氏
遺
跡
の
出
土
品
を
中
心
に
当
時
の
府
内
の
様
子
が
よ
く
理
解
で
き

る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
南
蛮
交
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
東

南
ア
ジ
ア
の
陶
磁
器
や
、唐
人
町
か
ら
出
土
し
た
枕
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
象
徴
す
る
メ
ダ
イ
な
ど
、
見
て
い
く
う
ち

に
中
世
の
府
内
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
な
る
。
ど
ち

ら
の
展
示
室
も
展
示
物
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
先

生
方
の
大
変
わ
か
り
や
す
い
解
説
で
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い

楽
し
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
私
た
ち
の

応
対
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
芸
員
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。

　

見
学
の
後
は
講
義
室
に
戻
り
、
同
館
の
学
芸
員
で
、
別
府
大
学
の
卒

業
生
で
あ
る
、
井
大
樹
さ
ん
に
「
別
府
市
所
在
の
古
墳
に
つ
い
て
鷹
塚

古
墳
の
発
掘
調
査
か
ら
」
と
題
し
て
講
義
を
し
て
頂
い
た
。
ス
ラ
イ
ド

と
資
料
を
使
用
し
て
、
別
府
の
古
墳
遺
跡
群
に
つ
い
て
大
変
詳
し
く
解

説
し
て
頂
い
た
。
講
義
後
は
、
昼
食
。
食
事
を
終
え
る
と
再
び
バ
ス
に

乗
り
込
み
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
に
移
動
し
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た
。

　

大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
は
旧
万
寿
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た
体
験
型
学

習
資
料
館
で
、
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
に
開
館
。
館
内
に
は
パ
ネ
ル

や
大
友
遺
跡
の
出
土
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
バ
ス
を
降
り

る
と
館
内
に
用
意
し
て
頂
い
た
椅
子
に
並
ん
で
座
り
、
後
藤
典
幸
館
長

の
講
話
を
聞
い
た
。
館
長
は
元
中
学
校
の
教
員
で
教
育
委
員
会
を
経
て

小
学
校
の
校
長
に
な
り
、
そ
し
て
こ
の
館
の
館
長
に
就
任
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
、
堅
苦
し
い
挨
拶
は
な
く
、
素
晴
ら
し
い
話
術
で
、
私
た
ち
に

大
友
宗
麟
の
こ
と
を
楽
し
く
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
秀
逸
だ
っ
た
の
は
館

長
が
作
成
し
た
宗
麟
の
「
履
歴
書
」
で
、
履
歴
書
を
見
な
が
ら
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
宗
麟
が
よ
り
身
近
な
人
物
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
話

を
聞
き
終
え
る
と
、
ト
イ
レ
休
憩
を
は
さ
み
、
近
く
に
あ
る
大
友
氏
遺

跡
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
た
。

　

大
友
氏
遺
跡
は
顕
徳
町
に
あ
る
大
友
氏
館
を
中
心
に
し
た
中
世
の
遺

跡
で
あ
る
。
平
成
一
三
年
八
月
三
一
日
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
そ
の

後
、
旧
万
寿
寺
、
上
原
館
、
推
定
御
蔵
場
跡
な
ど
が
追
加
指
定
さ
れ
て

よ
り
広
域
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
遺
跡
の
す
ぐ
そ
ば
で
バ

ス
を
降
り
、
後
藤
館
長
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
遺
跡
を
ぐ
る
り
と
歩
い

て
ま
わ
っ
た
。
圧
巻
だ
っ
た
の
は
中
心
建
物
跡
（
主
殿
）
に
続
く
庭
園

跡
で
、
東
西
六
七
ｍ
、
南
北
三
〇
ｍ
の
池
、
東
と
南
に
は
人
口
の
滝
ま

で
造
営
さ
れ
て
い
る
。
池
を
中
島
で
東
西
に
区
切
り
、
東
は
「
動
」
を

西
は
「
静
」
を
表
現
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
賓
客
を
も
て
な
す
迎
賓
館

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
九
州
六
か
国
を
統
治
し
た
当
時

の
大
友
氏
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
肌
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
日
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
並
び
に
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
の

皆
様
方
の
ご
尽
力
で
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
に
な
っ
た
。
心
よ
り
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
両
館
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
た
い
。

１
．
大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

昭
和
四
七
年
に
開
設
さ
れ
た
、
大
分
県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財

資
料
室
の
発
掘
調
査
及
び
保
管
、
収
集
、
整
理
、
展
示
等
の
業
務

の
委
託
機
関
と
し
て
、
大
分
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と

し
て
平
成
一
六
年
に
発
足
。
同
資
料
室
が
平
成
九
年
よ
り
大
分
市

中
判
田
の
旧
職
業
訓
練
校
跡
地
を
使
用
し
て
い
た
為
、
同
施
設
を

引
き
継
い
で
運
営
さ
れ
た
。
平
成
二
四
年
の
県
立
芸
術
会
館
の
閉

館
に
と
も
な
い
、
旧
芸
術
会
館
へ
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
移

転
が
決
定
。
移
転
準
備
の
為
、
平
成
二
八
年
九
月
よ
り
中
判
田
の

展
示
を
休
止
。
翌
年
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
に
「
大
分
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
し
て
開
館
し
た
。「
豊
の
国
考
古
館
」

「
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
友
資
料
館
」「
歴
史
体
験
学
習
館
」「
資
料
室
」
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が
設
置
さ
れ
、
家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
る
充
実
し
た
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

２
．
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館

　
「
四
五
〇
年
前
の
戦
国
時
代
、
大
友
宗
麟
に
よ
っ
て
西
洋
文
化

が
華
開
い
た
大
分
の
ま
ち
を
楽
し
く
学
べ
る
歴
史
の
教
室
」
と
し

て
大
友
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
旧
万
寿
寺
跡
地
に
大
分
市
が
設

置
、
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
に
開
館
。
館
内
に
は
戦
国
時
代
の

府
内
の
様
子
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
や
出
土
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
友
氏
遺
跡
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
同
館
を
拠
点

に
し
て
大
友
氏
遺
跡
を
見
学
し
た
り
、
大
友
氏
ゆ
か
り
の
旧
跡
、

史
跡
を
散
策
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

３
．
大
友
氏
遺
跡

　

大
分
市
顕
徳
町
に
あ
る
豊
後
国
を
四
〇
〇
年
間
統
治
し
て
き
た

守
護
大
名
、
大
友
氏
の
居
館
跡
（
大
友
館
跡
）
を
中
心
と
し
た
遺

跡
。
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
末
に
か
け
て
大
分
川
河
口
左
岸
に

つ
く
ら
れ
た
都
市
「
豊
後
府
内
」
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
一
〇
年
に
大
規
模
な
庭
園
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
そ
の
後
現
在
ま
で
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
府
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
居
館
は
最
盛
期
に
は
一
辺
二
〇
〇
ｍ
四
方
（
方
二
町
）
の
規

模
に
復
元
で
き
、
全
国
で
も
最
大
級
の
方
形
館
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
、
池
の
規
模
が
確
定
し
た
ほ
か
中
心
建
物
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
友
氏
は
南
蛮

貿
易
を
行
い
、当
時
の
西
洋
で
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
「
国
王
」
だ
っ

た
。
大
友
氏
遺
跡
の
歴
史
的
重
要
性
は
極
め
て
高
い
と
さ
れ
て
い

る
。
平
成
一
三
年
八
月
三
一
日
よ
り
国
指
定
史
跡
。
大
分
市
で
は

二
〇
一
九
年
に
庭
園
を
二
〇
二
九
年
に
主
殿
を
復
元
し
歴
史
公
園

と
し
て
整
備
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
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大分県立埋蔵文化財センター（大分市牧）

大友氏遺跡体験学習館

大分県立埋蔵文化財センター

大友氏遺跡発掘現場

大分県立埋蔵文化財センター


